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　卵巣癌窯 者に保存手術をするこ とが，治癒率を損なうの で はない か とい う懸念は ， 以前

か ら議論さ れて き た 「Mt．snvnell（19（6） は，闘腰時に 片側 に隰局 して い た卵巣癌に対 して，

保存手無を し羅 場傘 と ， 聾 融
1
艦器 鏑男手術を した場合とで吊後 を比較した．その結檗 ，

粘液性線癌でぱ颪蓄 に差は無 か
’
冫たが，それ 以外の組織型で は，保存手術例の 事後 が十数

％不璽で あ 噴　ぞ の漂因と して ，健常にみえる卵樊に occult 　 Ganc 研 がある ためと考察
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　 T 鰻 と　　　も卵巣罹の￥ 億 が不良であ っ たため，保荐 手衛を施行す る

た めに ，娩つ 乃 の条捶 が忙 1由 費 η ，も しこ 7 ヂ ド零に守ら れれ ば保落 手 漕1列は少な いはす
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　05 アBL ／ 6マウスに ， 生 後 6 ， 7逓 の 2滬
 
一
搾斉庵 腹腔内投与 して， マウスの卵纏胞

毒性 を換翻 しだ麁 渠，抗痴賢liはマつ ス卵集のす へ ての発騫段階にあ る卵胞 tt卵細胞を用量

依存 翌こ障薯する ことが判 鞨 し
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．ヒ L一に 対す る 毒 1想 ま，マウス卵細胞 の 50％破壊量

〔ED 　50 （mg ／マ つ ス羣鬘 皐）〕を その 筑癲剤」 勇用使朗量 〔HVD （rng ／ヒ ト体重 kg）〕

で 除 した追 て 評価 で きる と思われた、貿種類の抗魎剤の うち，原始 卵綯胞 に対 する毒性

（ED 　50／HUC ）は ，
　 c　driarnvcin　2．23、

　 CPM 　2。59， 0DDP 　5。偲が小 さく
L〕

， 期 せす して

CAP 療法 蝕 冓成する抗癰剤が、も っ とも強い卵細胞毒 性を小 弓こ とがわか っ た。

　そ こで．これら 3種の抗癒剤 を用いて生殖毒性を検討 した．初 めに，幼弱時 に ED 　5G量
を投与して ， 5G％の 卵細胞が破壊された マワ ス を 作 成し，生後11， 17， 26，34， 43週の 5
回，雌 4匹 に対 して雄 2匹 の 割合で 同居 ・交配 ・自然分娩させ て生殖能力の変化を検討し

た （雌の念謝 8匹）．1）生後屑週齢で は ， 生食液投与群 に比較 して 抗癌剤投喜群は，妊娠
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田 獣数 の 割合， 総分娩仔数お よび 1週間後 の 生育仔 数の すべ て の指標 で劣 っ てい た こ

と ， 2）生後17， 26週齢で は両群問に差はないこと ， 3）生後43週齢になる と ， 生食液投与

群でも 生殖能は失われるが ， 抗癌剤投与群 ， と く に CDDP 群 で はより畢 く生殖能が失わ

れることがわ か っ た （表 1）
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　抗癌剤が生殖能に及 ぼす影響に関 して より詳細に横討する ため， ED δO，　 FD8C 設静後

のマ ウス 6匹 ずつ を用意 して，生後屑，19週齢に憂配させ，鏤栓確認後  ヨ』 1こ帝ゴ 切開

して 胎仔 を摘出 した．生後1り週の検討 で は ED 勣 ，
　 ED 　8Gの 答群で ，

　 IUFD と奇形の盒讒

が高率で あ っ た（表 2）．生後 6， 7週から 5適間 しか経て いな い蒔期の交配で は，二癌剤

に曝露された発育卵胞が成熟 して受胎に鴇い られた こ d こより ， 異常妊嬢がより多く発生

した ので はな い かと考禦された （マウスで は漂賂卵胞が発弯 ・成熱 して受胎に縁い られ る

ようにな るまで65Elを要する）．生後19週の ピD　50群 につ い て 1．s．．叢食液澄 事群 に 比べ ぐ

差はなか っ た ものの，ED 　8G群につ いて は 1UGR か 顕著｛こ認められた （褒 3）、隼後13遵の
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ED 　80geの 交配で は ， 抗癌剤瀑露にも か かわ らす遺残した 少数の 原始卵胞 （計算上正 常の

20％）が recruit して発育
・
成熱して 受胎に用 い られたはすで ある．そ の 際 ， 詳細は不明

で あるが， ED 　80とい う大量に投与された抗癌剤が， 他の 要因にも作用 し て 胎仔 の発育環

境を損な っ たので はな い かと 考察 した。
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　東大の神保 ・吉川ら は ， fi　960〜1994に保存手術 した上皮性悪性腫瘍26例に つ いて詳細に

検討 し ， 1）妊 娠 を try した16例中『4例 が妊 娠 した ので 妊 娠率 は損 なわ れ て い な い こ

と ， 2）分娩した16例中13例は 正常で あ っ た が， 3例は Door 　Obstetrlc 　results で あっ た

こ と を報告 した．そ の 3例中 り例は FAMT 療法後で 外性器 の 奇形 を 認め ， 他の 2例は

IUFD であ っ たが，これら 3例 の比率を多 いとみるか少な いと考えるかは今後の検討課題

で あろう．棗京女子医大の最近10年間の保存手術後の分娩成績につ い て は ， 境界悪性 ア例

中 5例と悪牲 5例中 2例で あ っ たが，後者 の 2例中 1例が 1UGR で あっ た以外には異常を

認めなかっ た
S ｝

、

a 一
　悪lil生卵巣腫瘍の寛解率は，胚細胞性腫瘍で著 しく改善した（表 4）。　 GershensOn （1993）
1［Zよれ ば ， ア ル キ1レ化剤単独の 悲惨な 成績か ら ， VAC 、

　 PVB ， 8EP と治療方法の進歩と

ともに ， 寛解率が飛躍的に向上 した ことがわかる。そして Mun ：　eii以来 ，
　 t　a 期で高分化

型に隈られる と した卵巣癌保存 手術の墓準も ， 最近は表 5の ように ，
Ic 期に も適用 して

よいの で はない かとの見解も で てきた．とくに，胚細胞性につ い て は II期以上で も片側卵

巣が 健常怠 ら保存手術を 試み る と の 少数 意貝 も で て き た 。い すれ に し ろ，informed

oOnse 航 を得て 慎鬘 に適応 を決定岑べきと考える．

（褒 4）悪性胚細胞性腫瘍に対する化学療 法の進歩
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（表 5 ）悪性卵巣腫瘍の保存手術の適応につ い て
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　化学療法をする か しない かの判断は困難 な場合が多いが，境界悪性や粘液性腺癌を除き ，

原則 として化学療法を行うべ きと考 える（衰 5）、胚細胞性腫瘍は化学療法の有効性が高い

ので Ia 期で も省略 すべきで は ない．その 際に は ， 中等量を短期閤で 実施する こ とが望ま

しい と思
’
う．数年にわ たる cydlc 　chemot ．herapy や経［⊃投与は卵細胞減 数の半減期 を短

縮さ せ る 恐 れ があ る の で 娼ま し く な い．化学療法中 に卵細胞 を 保護する 目的で An −
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